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一
日
の
時
間
を
測
る
体
内
時
計
は
ほ
と
ん
ど
の
生
物

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
約
四
六
億
年
前
、
太
陽
系
誕
生

と
ほ
ぼ
同
じ
頃
地
球
が
誕
生
し
た
。
三
九
億
年
前
に
最

初
の
原
始
生
物
が
誕
生
し
、
二
二
億
年
前
に
細
胞
に
核

を
も
つ
真
核
生
物
が
登
場
し
て
、
一
二
億
年
前
に
多
細

胞
生
物
が
現
れ
た
。
六
億
年
前
に
骨
の
あ
る
動
物
が
現

れ
、
生
物
の
爆
発
的
多
様
化
が
起
り
、
魚
類
が
出
現
し
た
。

約
四
億
年
前
、
植
物
や
節
足
動
物
は
陸
上
に
進
出
し
、

両
生
類
が
出
現
し
て
、
爬
虫
類
が
三
億
年
前
、
鳥
類
が

二
億
年
前
、
哺
乳
類
が
一
・
五
億
年
位
前
に
登
場
す
る
。

哺
乳
類
が
登
場
し
た
と
き
に
は
、
海
や
湖
、
河
川
も

陸
地
、
地
中
も
空
も
他
生
物
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
で
は
ど
ん
な
生
存
の
隙
間
を
み
つ
け
た
か
と
い

う
と
、
体
内
時
計
が
提
供
す
る
時
間
の
隙
間
で
あ
る
。

寒
い
夜
を
獲
得
し
、
体
温
調
節
能
力
を
身
に
つ
け
、
恒

温
動
物
と
な
っ
た
。
マ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の

哺
乳
類
は
夜
行
性
で
あ
る
が
、
霊
長
目
で
あ
る
ヒ
ト
は

昼
行
性
に
戻
っ
た
。
こ
の
夜
行
性
か
ら
昼
行
性
へ
の
転

換
・
進
化
を
反
映
し
て
か
、
人
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
体

内
時
計
の
リ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
（
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
）
が
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
で
も
「
朝
型
」
と

か
「
夜
型
」
と
か
い
わ
れ
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
あ
な
た

は
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ど
ち
ら
に

も
属
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
。

●
時
間
生
物
学
の
新
し
い
展
開

上
記
の
よ
う
に
体
内
時
計
は
、
長
い
進
化
の

歴
史
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ
が
、
哺
乳
類
の
体

内
時
計
の
研
究
は
、
長
く
見
積
も
っ
て
も
一
世

紀
弱
で
あ
り
、
新
し
い
分
野
で
あ
る
。
生
理
学
、

解
剖
学
、
分
子
生
物
学
の
順
序
で
研
究
が
広

が
っ
て
い
き
、
一
九
七
〇
年
代
に
約
二
五
時
間

の
日
周
リ
ズ
ム
（
概
日
リ
ズ
ム
）
を
つ
か
さ
ど

る
場
所
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
脳
内

に
あ
る
視
神
経
が
交
叉
し
て
い
る
視
交
叉
上
核

（
以
下
Ｓ
Ｃ
Ｎ
と
略
）
と
よ
ば
れ
る
神
経
細
胞

が
か
た
ま
っ
た
場
所
で
あ
る
（
図
１
）。
こ
の

塊
す
な
わ
ち
一
対
の
神
経
核
に
あ
る
時
計
遺
伝

子
が
体
内
時
計
の
中
枢
時
計
で
大
き
な
体
内
リ

ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｎ
は
標
準
時
計
で

あ
る
が
、
大
脳
皮
質
や
そ
の
他
の
脳
の
場
所
に

も
脳
時
計
と
も
い
わ
れ
る
時
計
遺
伝
子
が
あ
る
。

ま
た
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
心
臓
、
筋
肉
な
ど
の

末
梢
の
臓
器
に
も
時
計
遺
伝
子
の
発
現
が
あ
る
。

一
九
九
〇
年
以
降
、
遺
伝
子
研
究
の
時
代
を
迎

え
て
い
る
が
、
昨
年
理
研
脳
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
は
最
後
の
時
計
遺
伝
子
と
さ
れ
る
ク
ロ
ノ

（
c
h
r
o
n
o
）
を
発
見
し
た
と
報
告
し
た
。

今
後
時
間
生
物
学
は
新
し
い
研
究
段
階
に
は
い

る
で
あ
ろ
う
。

●
体
内
時
計
遺
伝
子
（
朝
食
か
夕
食
か
）

S
C
N
は
網
膜
を
通
し
て
朝
の
光
が
こ
こ

に
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
二
五
時
間
の
概
日

リ
ズ
ム
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
地
球
の
自
転
に
あ

わ
せ
た
二
四
時
間
の
日
周
リ
ズ
ム
に
ず
れ
を
調

整
し
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
な
ぜ
リ
ズ
ム
が
ず
れ
て
い
る
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
地
球
の
自
転
は
一
定
で
は

な
く
、
長
い
経
過
の
中
で
は
遅
く
な
る
ほ
う
に

変
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
二
五
時

間
に
近
づ
く
日
も
来
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
末
梢
臓
器
時
計
や
脳
時
計
は
規
則
正

し
い
リ
ズ
ム
で
繰
り
返
し
食
事
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
時
計
が
調
節
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
へ
の
エ
サ
の
与
え

方
で
研
究
し
て
い
る
動
物
実
験
研
究
者
は
、
こ

れ
を
「
給
餌
性
リ
ズ
ム
」
と
い
っ
て
い
る
。
し

か
し
標
準
時
計
の
S
C
N
は
餌
・
食
事
の
リ

ズ
ム
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
最
近
十
年
の
「
食
育
」
で
「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
国
民
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、S
C
N
の
結
果
は
「
早
起
き
」

の
効
用
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
末
梢
臓
器
時
計

の
結
果
は
、
欠
食
せ
ず
毎
日
「
朝
ご
は
ん
」
を

食
べ
る
こ
と
の
意
義
を
体
内
時
計
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
か
ら
裏
づ
け
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
児
童

に
対
す
る
「
食
育
」
の
調
査
で
「
朝
食
を
食
べ

て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、
最
近
は

図１　視交叉上核の位置
（出典：http://www.syougai.metro.tokyo.jp/
rhythm_importance.html より引用）1
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九
割
近
い
子
供
が
「
毎
日
食
べ
て
い
る
」
と
回

答
す
る
。
だ
が
、
何
を
食
べ
て
い
る
か
を
絵
で

描
い
て
も
ら
う
と
「
菓
子
パ
ン
に
ジ
ュ
ー
ス
」

な
ど
そ
の
内
容
が
適
切
と
は
い
え
な
い
例
が
多

い
。食

事
の
内
容
や
朝
食
と
夕
食
の
量
な
ど
の
影

響
を
末
梢
の
肝
臓
の
時
計
遺
伝
子
へ
の
作
用
と

い
う
観
点
か
ら
、
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
実
験
し
た

研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
夕
食
の
時
間
を
遅

く
し
て
も
マ
ウ
ス
の
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
は
あ

ま
り
変
化
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
朝
食
を
早

め
る
と
マ
ウ
ス
の
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
は
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
餌

の
全
量
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
減
ら
し
て
い
っ

て
も
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
に
は
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
朝
食
と
夕
食
の
餌
の
量
を
変
え
て
み
る

と
、
朝
食
が
多
い
ほ
う
は
夕
食
を
あ
ま
り
食
べ

な
く
と
も
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
に
は
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
夕
食
を
多

く
食
べ
る
と
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が
夜
型
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
朝
食

が
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、

マ
ウ
ス
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
示
さ
れ
た
。

体
内
時
計
遺
伝
子
が
狂
っ
て
い
る
マ
ウ
ス
を

使
っ
て
食
の
内
容
に
つ
い
て
の
肝
臓
の
細
胞
へ

の
影
響
を
実
験
し
た
結
果
で
は
、
正
常
な
餌
で

は
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
高
脂
肪
食
で

は
肥
満
が
発
生
し
，
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
食
で

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
が
発
症
、
高

ア
ル
コ
ー
ル
食
で
は
体
内
時
計
遺
伝
子
が
正
常

の
マ
ウ
ス
よ
り
も
程
度
の
ひ
ど
い
中
性
脂
肪
性

の
脂
肪
肝
が
発
症
し
た
。
つ
ま
り
た
と
え
体
内

時
計
遺
伝
子
異
常
が
あ
っ
て
も
正
常
な
餌（
食
）

を
摂
っ
て
い
れ
ば
肝
臓
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た

が
、
正
常
で
な
い
餌
（
食
）
を
摂
っ
て
い
る
と

体
内
時
計
遺
伝
子
異
常
の
マ
ウ
ス
で
は
肝
臓
へ

の
影
響
は
強
く
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

肥
満
や
脂
質
異
常
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
原
因
と
な
る
か
ら
、
体
内
時
計
遺
伝

子
の
異
常
は
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

他
に
も
体
内
時
計
遺
伝
子
と
糖
尿
病
な
ど
の

代
謝
異
常
、
内
分
泌
の
リ
ズ
ム
、
高
血
圧
、
心

臓
や
脳
の
梗
塞
な
ど
と
の
関
係
が
分
子
生
物
学

の
手
法
で
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

●
食
べ
方
栄
養

さ
て
、
体
内
時
計
の
問
題
は
も
う
少
し
マ
ク

ロ
の
観
点
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
例
え

ば
睡
眠
の
問
題
、
時
差
ボ
ケ
の
問
題
、
シ
フ
ト

ワ
ー
ク
の
問
題
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
問
題
、
季

節
、
性
差
、
年
齢
差
、
都
市
化
や
文
化
の
問
題

な
ど
で
あ
る
。
エ
ジ
ソ
ン
が
白
熱
電
球
を
改
良

し
、
電
力
産
業
の
事
業
化
に
と
り
く
ん
で
か
ら

一
世
紀
と
少
し
し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
昼
夜

の
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
時
刻
制
度
は
日
の
出
と
日
没
を

基
準
と
す
る
不
定
時
性
で
あ
る
。
一
刻
の
長
さ

は
昼
夜
と
季
節
で
長
さ
が
違
う
の
で
あ
る
。
太

陽
が
出
て
い
る
間
し
か
仕
事
が
で
き
ず
、
日
本

人
の
九
割
近
く
が
農
民
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
以

前
は
早
起
き
を
賞
賛
す
る
道
徳
観
が
は
ぐ
く
ま

れ
た
し
、
そ
の
影
響
は
現
在
で
も
残
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
年
齢
層
が
異
な
れ
ば
、
体
内
時
計

の
リ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
（
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
）
も
異

な
る
。
新
生
児
や
乳
児
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
く

わ
か
る
。
新
生
児
は
寝
る
、
食
べ
る
（
哺
乳
）、

成
長
を
繰
り
返
す
こ
と
が
仕
事
と
も
い
え
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の「
時
間
生
物
学
」セ
ン
タ
ー

の
主
任
で
あ
る
テ
ィ
ル
・
レ
ネ
ベ
ル
ク
教
授
は
、

多
数
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

疫
学
的
に
統
計
解
析
を
し
て
年
齢
層
に
よ
っ
て

ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

就
寝
時
間
と
起
床
時
間
の
中
央
値
に
つ
い
て
分

布
を
と
る
と
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
は
夜
更
か

し
型
で
、
一
九
・
五
歳
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
大
学
一
、
二
年
生
は
ク

ロ
ノ
タ
イ
プ
が
夜
の
方
向
に
偏
っ
て
い
る
。
し

か
し
学
校
と
い
う
の
は
お
お
む
ね
早
く
始
ま
る
。

大
学
は
中
学
・
高
校
よ
り
は
遅
い
が
、
遠
方
か

ら
の
通
学
者
も
多
い
。
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
が
夜
更

か
し
型
で
あ
る
学
生
が
早
起
き
を
し
て
登
校
を

す
る
と
、
昼
食
の
後
の
午
後
の
授
業
で
睡
魔
に

お
そ
わ
れ
る
。
実
際
そ
の
よ
う
な
学
生
を
よ
く

み
か
け
る
が
、
そ
れ
は
遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
や
ス

マ
ホ
に
熱
中
し
て
い
た
た
め
で
は
な
く
て
、
ク

ロ
ノ
タ
イ
プ
が
夜
更
か
し
型
だ
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。

昼
食
後
の
睡
眠
と
い
う
と
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の

シ
エ
ス
タ
を
思
い
出
す
。
地
中
海
側
の
暑
い
地

方
で
は
、
昔
日
中
の
連
続
し
た
農
作
業
は
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
睡
眠
を
わ
け
て
長
め
の
昼
食

後
の
シ
ェ
ス
タ
と
い
う
文
化
が
成
立
し
た
。
現

在
は
農
業
人
口
は
減
り
、
エ
ア
コ
ン
も
普
及
し

た
が
シ
ェ
ス
タ
の
文
化
は
残
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

夕
食
が
軽
く
な
る
と
い
う
面
か
ら
は
、
体
内

時
計
か
ら
み
て
も
悪
い
習
慣
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
。
二
四
時
間
の
不
夜
城
の
都
会
で
は
、
交

代
制
勤
務
（
シ
フ
ト
ワ
ー
ク
）
の
問
題
は
最
も

分
か
り
や
す
い
体
内
時
計
と
健
康
へ
の
脅
威
で

あ
ろ
う
。
W
H
O
は
一
日
の
リ
ズ
ム
を
乱
す

シ
フ
ト
ワ
ー
ク
を
、
が
ん
の
原
因
と
な
り
う
る

も
の
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
疫
学
調
査
で
は

乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

時
間
栄
養
学
は
全
て
の
時
計
遺
伝
子
が
発
見

さ
れ
た
段
階
で
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
研
究
が

進
む
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
取
り
込
ん
で
、
摂

取
時
刻
、
食
べ
る
速
度
、
食
べ
る
順
序
な
ど
食

べ
方
栄
養
学
が
定
着
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
時
間

が
か
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
分
か
っ
て

い
る
け
れ
ど
実
行
で
き
な
い
の
が
人
間
で
あ
る
。

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
、
繊
維
の
多
い
野
菜
な
ど
か

ら
食
べ
る
、
夜
食
を
避
け
る
な
ど
、
自
分
が
で

き
そ
う
な
こ
と
を
一
つ
以
上
選
ん
で
実
行
し
て

み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

武
藤　

志
眞
子
（
む
と
う　

し
ま
こ
）

一
九
七
二
年　

東
京
大
学
医
学
系
研
究
科
博
士
課

程
修
了
（
保
健
学
博
士
）

一
九
七
二
年　

東
京
大
学
医
学
部
文
部
教
官
助
手

一
九
七
四
年　

女
子
栄
養
大
学
・
大
学
院
講
師

一
九
七
五
年　

同
助
教
授

一
九
八
九
年　

同
教
授　

現
在
に
至
る

一
九
九
九
年　

社
団
法
人
私
立
大
学
情
報
教
育
協

会

栄
養
学
情
報
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長　

現
在
に
至
る

二
〇
〇
九
年　

埼
玉
県
立
大
学
研
究
評
価
委
員　

現
在
に
至
る

二
〇
一
〇
年　

社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施
設

協
会

栄
養
士
教
育
貢
献
に
よ
り
表
彰

　

専
門
分
野　

保
健
学　

栄
養
情
報
科
学

2
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訃
報

当
協
会
会
員
社
で
、
代
表
登
録
を
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
浅
井
宏
祐
様
（
株
式
会
社
文
光
堂
会

長
）
が
去
る
一
月
六
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
浅
井
様
の
当
協
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
候
補
者
選
挙
ご
協
力
の
お
願
い

第
六
五
お
よ
び
六
六
期
の
役
員
（
理
事
・
監

事
）
候
補
者
選
挙
に
伴
い
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
委
員
で
あ
る
池
田
理
事
（
丸
善
出

版
）
と
梅
澤
理
事
（
日
本
医
事
新
報
社
）
の
三

人
で
公
明
正
大
な
選
挙
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
は
左
記
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
社
の
代
表
者
の
皆
様
、

選
挙
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
開
票
日
に
つ
い
て
は
、
本
校
執
筆
時

に
未
確
定
の
た
め
、
六
月
中
旬
と
記
載
し
て
お

り
ま
す
。）

四
月
二
四
日　

代
表
者
名
簿
確
認
文
書
送
付

五
月
一
四
日　

確
認
文
書
返
送
締
切

五
月
二
六
日　

投
票
用
紙
の
送
付

六
月　

九
日　

投
票
締
切

六
月　

中
旬　

開
票

六
月
一
八
日　

定
例
理
事
会
に
お
い
て
理

事
・
監
事
候
補
者
の
発
表

七
月
一
六
日　

定
時
総
会
に
お
い
て
理
事
・

監
事
の
選
任
の
後
、
新
理
事
に
よ
る
臨
時
理
事

会
に
て
新
理
事
長
の
選
出

 

（
選
挙
管
理
委
員
長　

長　

滋
彦
）

■
第
六
四
期
理
事
会
・
委
員
会
開
催
一
覧

（
二
〇
一
五
年
一
月
〜
三
月
）

●
理
事
会

・
一
月
一
五
日
（
木
）
／
一
○
時
〜
一
一
時
二

○
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
三
月
一
九
日
（
木
）
／
一
五
時
〜
一
七
時　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

●
専
門
委
員
会
・
特
別
委
員
会

・
一
月
一
三
日
（
火
）
広
報
委
員
会
／
一
七
時

〜
一
七
時
四
五
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
一
月
二
七
日
（
火
）
販
売
・
出
展
委
員
会
自

然
科
学
書
フ
ェ
ア
小
委
員
会
／
一
五
時
三
○

分
〜
一
七
時　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
一
月
二
九
日
（
木
）
販
売
・
出
展
委
員
会
国

際
小
委
員
会
／
一
六
時
〜
一
七
時
三
○
分　

學
士
會
舘

・
二
月
一
九
日
（
木
）
販
売
・
出
展
委
員
会
東

京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
幹
事
会
／
一
五
時
〜

一
七
時　

文
化
産
業
信
用
組
合

・
二
月
二
六
日
（
木
）
研
修
委
員
会
／
一
五
時

三
○
分
〜
一
七
時　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

・
二
月
二
七
日
（
金
）
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
小

委
員
会
／
一
五
時
三
○
分
〜
一
七
時　

文
化

産
業
信
用
組
合

・
三
月
一
八
日
（
水
）
販
売
・
出
展
委
員
会
／

一
六
時
〜
一
七
時
三
〇
分　

文
化
産
業
信
用

組
合

・
三
月
一
九
日
（
木
）
選
挙
管
理
委
員
会
／
一

四
時
〜
一
四
時
四
〇
分　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ

会
館

■
事
務
局
だ
よ
り

　
〈
代
表
者
／
当
会
代
表
者
の
変
更
〉

●
文
永
堂
出
版
株
式
会
社

　

旧
代
表
者
：
永
井
富
久　

新
代
表
者
：
福　

毅











































■
第
六
三
期
／
第
六
四
期
広
報
委
員

〈
担
当
常
務
理
事
〉

　
　
　
　
　

宮
部
信
明
（
岩
波
書
店
）

〈
委
員
長
〉　

牛
来
真
也
（
コ
ロ
ナ
社
）

〈
委　

員
〉　

紫
野　

豊
（
家
の
光
協
会
）

　
　
　
　
　

桑
原
正
雄
（
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　

竹
西
素
子
（
オ
ー
ム
社
）

　
　
　
　
　

稲
沢　

会
（
共
立
出
版
）

　
　
　
　
　

矢 

吹
俊
吉
（
講
談
社
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ク
）

　
　
　
　
　

大
井
隆
之
（
コ
ロ
ナ
社
）

　
　
　
　
　

松
田
和
貴
（
電
気
書
院
）

　
　
　
　
　

遠
矢
良
太
郎
（
南
江
堂
）

　
　
　
　
　

増
田
素
美
（
丸
善
出
版
）

 

編
集
後
記

今
年
か
ら
我
が
家
の
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
日

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
三
つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
愛
用
し
て
い
る
相
田
み
つ
を
さ
ん

と
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
日
め
く
り
に
加
え

て
、
新
た
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
そ
う
、
今

を
と
き
め
く
松
岡
修
造
さ
ん
の
そ
れ
で
あ
り

ま
す
。錦
織
圭
選
手
の
大
活
躍
あ
っ
て
の
セ
ー

ル
ス
と
、誰
も
が
認
め
る
こ
の
日
め
く
り
「
ま

い
に
ち
、
修
造
！
心
を
元
気
に
す
る
本
気
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
P
H
P
研
究
所
）
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
身
は
と
い
う
と
、
実

に
熱
く
、
そ
し
て
優
し
く
、
修
造
さ
ん
の
愛

に
満
ち
た
言
葉
が
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
前
者
の
お
二
人
の
言
葉
も
素

晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
修
造
さ
ん
が
加
わ
っ

て
か
ら
は
、
毎
朝
出
勤
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

日
め
く
り
を
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
る
こ
と

が
、
私
の
欠
か
せ
な
い
日
課
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
も
ぜ
ひ
、
三
つ
並
べ
て
声
に
出
し
！
と

ま
で
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
も
本
当
に
お

ス
ス
メ
で
す
の
で
、
書
店
さ
ん
へ
足
を
運
ば

れ
た
際
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

（
S
・
I
）

自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
二
〇
一
五

当
協
会
主
催
の
自
然
科
学
書
フ
ェ
ア
二
〇
一

五
を
、六
月
三
日
（
水
）
か
ら
八
月
二
日
（
日
）

ま
で
の
二
ヵ
月
間
、
京
都
駅
前
に
あ
る
大
垣
書

店
イ
オ
ン
モ
ー
ル
K
Y
O
T
O
店
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
壁
棚
と
島
台
を
使
っ

て
行
な
い
ま
す
。
壁
棚
は
理
学
・
工
学
・
農
学
・

医
学
・
家
政
学
の
分
野
ご
と
に
展
示
し
、
島
台

を
使
っ
て
テ
ー
マ
別
の
小
さ
な
フ
ェ
ア
組
む
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
国
連
が
定
め
た

「
国
際
土
壌
年
」
で
あ
る
こ
と
を
受
け
て
関
連

す
る
本
を
集
め
た
り
、文
化
遺
産
に
な
っ
た「
和

食
」、
学
問
事
始
と
し
て
の
入
門
書
・
再
入
門
書
、

科
学
読
み
物
、
健
康
に
関
す
る
書
籍
、
統
計
学

な
ど
の
フ
ェ
ア
で
す
。
店
舗
が
イ
オ
ン
に
隣
接

す
る
と
い
う
立
地
上
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
意
識

し
た
展
開
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ア
は
２
ヶ
月
間
と
い
う
長
期
間

な
の
で
、
棚
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
京
都

店
と
は
別
の
小
フ
ェ
ア
を
、
京
都
桂
川
店
、
本

店
、
大
津
一
里
山
店
等
で
も
開
催
し
、
各
店
の

フ
ェ
ア
を
入
替
え
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
、

書
店
担
当
者
と
の
勉
強
会
の
開
催
も
行
な
う
予

定
で
す
。

 

（
販
売
・
出
展
委
員
会　

諸
星
安
紀
）

東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
二
〇
一
五

今
年
で
二
二
回
目
と
な
る
「
東
京
国
際
ブ
ッ

3
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ク
フ
ェ
ア
」（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
が
、七
月
一
日
（
水
）

か
ら
七
月
四
日
（
土
）
ま
で
の
四
日
間
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
協
会
は
、
例
年
と
同
じ
く
三
・
五
小
間
の

ス
ペ
ー
ス
で
出
展
し
ま
す
。
当
協
会
の
ブ
ー
ス

で
は
、
会
員
社
を
は
じ
め
会
員
外
出
版
社
も
含

め
た
、
自
然
科
学
系
の
書
籍
・
雑
誌
の
展
示
と

販
売
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
特
別
展
示
の
テ
ー

マ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
ビ
ギ
ナ
ー
に
お
す

す
め
！
目
で
見
る
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
題
し
て
、

子
供
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
だ
れ
も
が
自
然
科

学
に
親
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
会
員
各
社
の
み
な
さ
ま
に
は
、
特
別
展
示

へ
の
た
く
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
、
図
書

カ
ー
ド
や
各
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
等

の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
来
場
者
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
社
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
販
売
・
出
展
委
員
会　

高
田
光
明
）

Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
二
○
一
五
（
第
二
二
回
北

京
国
際
図
書
展
示
会
）
へ
の
ご
出
品

と
現
地
参
加
の
お
願
い

今
年
も
八
月
二
六
日
（
水
）
よ
り
北
京
市
の

「
中
国
新
国
際
展
覧
セ
ン
タ
ー
」
に
て
、

B
I
B
F
（
北
京
国
際
図
書
展
示
会
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
改
め
て
B
I
B
F
を
日
本

の
学
術
・
専
門
書
を
海
外
に
広
く
紹
介
す
る
場

と
し
て
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
昨
年

よ
り
会
員
社
一
社
に
つ
き
一
○
点
ま
で
一
点
一
、

○
○
○
円
の
出
品
補
助
金
の
支
給
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
は
二
三
会
員
社

か
ら
二
九
一
点
（
前
年
＋
五
社
＋
九
七
点
）
が

出
品
さ
れ
、
B
I
B
F
日
本
事
務
局
よ
り
当
協

会
に
三
ブ
ー
ス
を
割
り
当
て
て
い
た
だ
き
、
出

品
全
点
を
面
陳
展
示
で
来
場
者
に
じ
っ
く
り
展

示
書
籍
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
年
も

B
I
B
F
で
会
員
社
の
出
版
物
を
広
く
紹
介

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、
次
の
通
り
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
一
社
に
つ
き
一
〇
点
ま
で
一
点 

一
、
〇
〇

〇
円
の
出
品
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

②
当
協
会
専
属
の
通
訳
を
配
置
（
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
二
日
目
ま
で
の
予
定
）
し
、
会
期
中
の
問

い
合
わ
せ
、
商
談
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

③
当
協
会
ブ
ー
ス
内
に
商
談
用
テ
ー
ブ
ル
を
二

台
設
置
（
三
ブ
ー
ス
確
保
の
場
合
）
し
、
同
時

に
複
数
の
商
談
を
可
能
に
し
ま
す
。

版
権
販
売
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
期
中
の
商

談
が
大
変
有
効
で
ご
ざ
い
ま
す
。
株
式
会
社

ト
ー
ハ
ン
海
外
事
業
部
様
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
事
前
に
相
談
し
ま
す
と
、
商

談
先
の
紹
介
や
商
談
の
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
B
I
B
F
に
ご
出
品
い
た
だ

け
る
会
員
社
様
は
、
現
地
参
加
に
つ
き
ま
し
て

も
是
非
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

（
販
売
・
出
展
委
員
会　

三
澤　

岳
）

自
然
科
学
書
協
会
講
演
会
二
〇
一
五

今
年
も
自
然
科
学
書
協
会
講
演
会
を
八
月
三

〇
日
（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
時
間
は
一

五
時
か
ら
一
六
時
四
〇
分
ま
で
、
場
所
は
日
本

出
版
ク
ラ
ブ
会
館
（
東
京
都
新
宿
区
袋
町
六
）

三
階
「
鳳
凰
の
間
」
と
な
っ
て
お
り
、
聴
講
は

無
料
で
す
。

講
師
は
東
京
大
学
教
授
の
池
谷 

裕
二
先
生

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
脳
を
知
っ
て
、
脳
を
活
か
す
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
お
申
込
は
、
自
然
科
学
書
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

（
広
報
委
員
会　

大
井
隆
之
）

六
四
期
第
三
回
会
員
集
会
・
会
員
懇

親
会
報
告

先
の
一
月
一
五
日
（
木
）
一
一
時
三
〇
分
よ

り
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
に
お
い
て
、
六
四

期
第
三
回
会
員
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年

始
の
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
各

社
の
代
表
者
を
は
じ
め
と
す
る
三
五
名
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
の
冒
頭
、
金
原
理
事
長
は
新
年
の
挨
拶

の
後
「
こ
れ
ま
で
権
利
問
題
を
検
討
し
て
き
た

が
、
昨
年
新
た
に
電
子
出
版
権
が
創
設
さ
れ
、

年
明
け
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
業
界
に

と
っ
て
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
だ
。
こ
の
権
利

を
ど
の
よ
う
に
運
用
し
、
新
た
な
契
約
書
を
い

か
に
ま
と
め
て
い
く
か
が
非
常
に
大
事
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
予
想
さ
れ
る
消
費
税
率
の
変

更
な
ど
、
問
題
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
専
門

書
の
立
場
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て

活
動
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
期
は
役
員
改

選
期
に
な
る
の
で
、
残
さ
れ
た
検
討
事
項
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
、
事
業
計
画
を
予
定
通
り

進
め
て
い
く
の
で
、
会
員
各
社
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

そ
の
後
、
各
専
門
委
員
会
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
中
で
も
税
制
再
版
特
別
委
員
会
の
軽
減

税
率
に
関
す
る
熱
の
こ
も
っ
た
報
告
に
、
参
加

者
は
耳
を
そ
ば
だ
て
て
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
一
二
時
三
〇
分
よ
り
会
員
懇
親
会

が
開
か
れ
、
会
員
各
社
の
代
表
者
に
協
会
相
談

役
、
事
務
局
を
加
え
た
総
勢
三
七
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
金
原
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
の
後
、

賀
詞
交
換
と
情
報
交
換
が
会
場
内
の
各
所
で

賑
々
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
お
よ
そ
九
〇
分
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
新

春
の
宴
は
、
南
條
専
務
理
事
の
挨
拶
と
三
本
締

め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
総
務
委
員
長　

長　

滋
彦
）

金原　優 理事長南條光章 専務理事
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